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 Abstract 
The purpose of this study was to examine the influence of Mail 
Communication Skills on Social Skills.  
Six-hundred seventy three high school students responded to the MC Skills 
Scale and Social Skills Scale. Our data analysis of MC Skills gender 
comparison resulted in finding no difference between gender. 
Also, results showed that MC Skills influenced Social Skills when the 
receiver was of the same gender. In addition, "The ability to decipher the 
other's feelings" was strongly associated with social skills regardless of 
gender. 
Finally, the explanatory variable between MC Skills and Social Skills was 
low when the receiver was opposite sex; which warrants further study. 
Furthermore, it is likely that this result is the influence of factors other than 
MC Skills. Therefore, it is necessary to consider new variables, other than 
MC Skills in future studies. 
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ケーションスキル，以下 MC スキル） 
と，社会的スキルを具体的に比較し 
た研究は未だ少ない． 



















し， 恋人を除き， 携帯メール相手は 「同 
性の友人」と「異性の友人」にして検 
討を行う．高橋（2003）の研究で，社 



























１年生から３年生 673 名（男性 328 
名，女性 345 名），有効回答数は 488 
名 （男性 226 名， 女性 262 名， 72.5%） ， 
































菊 池 （ 1988 ） に よ っ て 作 ら れ た 































４因子 18 項目で構成されている．回 






電話所持者は 95.9%（男性 93.3%，女 
性 98.9%）であった．そして，「携帯 
電話を持っていない」は 0.6%男性 
0.4%，女性 0.8%） ，「その他」は 3.5% 
であった．携帯電話を所持している者 
のうち，「自分専用の携帯電話を所有 
している」は 95.7%（男性 92.9%，女 
性 98.9%） ，「家族と共有の携帯電話 
を所持している」 は 0.2% （男性 0.4%， 



















「ほぼ毎日メールをする」 が 65.7% （男 
性 59.9%，女性 70.5%），「週に数回 
メールをする」 が 30.6% （男性 36.4%， 
女性 25.8%），「月に数回メールをす 
る」 が 0.6％ （男性 0.0%，女性 1.1%）， 
「メールはほぼしない」が 3.1%（男 








「同性の友人」 が 59.2% （男性 57.8%， 
女性 60.3%），「家族」が 15.3%（男性 
13.4%，女性 16.7%） ，「異性の友人」 
が 14.6% （男性 19.4%，女性 10.7%）， 
「恋人」が 10.4%（男性 8.6%，女性 





これらの結果から，高校生の約 9 割 
が携帯電話を所持しており，ほぼ毎 





















２．性差による MC スキルの比較 
男女間で MC スキルに差があるか検 
討するため，性別を独立変数，MC ス 
キルの得点を従属変数として，対応の 
ない t 検定を行った．その結果，男女 
間に有意な差は認められなかった（ t 




も有意に高いことが示された（ t （486） 
=2.95（p<.01）） ． 
３．携帯メール使用相手による MC ス 
キルの比較 
携帯メール相手の性別によって重 
































































「 相 手 の 気 持 ち の 解 読 可 能 性 」
（r=.50;p<.001）において中程度の正
の 相 関 ，「 送 信 時 間 帯 の 配 慮 」








の 気 持 ち の 解 読 可 能 性 」
（r=.30;p<.001）において弱い正の相






















場合の MC スキルの４因子を独立変数， 
社会的スキルを従属変数として重回 
帰分析を行った （Table3） ． その結果， 
携帯メール相手が同性である場合の 
























ル送信者の MC スキルには性差が認め 





























R 2 .13 *** 
送信時間帯の配慮 -.30 ** 
相手の気持ちの解読可能性 .53 ** 
相手を配慮した反応　 .04 n.s. 
返信の適切性 -.06 n.s. 
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